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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】着脱自由であり、操作が簡単であり、かつ便利
であるデータメモリ用固定装置を提供する。
【解決手段】データメモリ用固定装置１は、データメモ
リ１００をコンピュータケースに固定するために用いら
れるデータメモリ用固定装置である。データメモリを固
定するために用いられ且つ接続部を有するホルダー１０
と、接続部の第一端に回動可能に装着される回転部材２
０と、接続部の第一端に対向する第二端に回動可能に装
着され、且つ回転部材に滑動可能に接続される伝動部材
３０と、を備える。回転部材における接続部の第一端に
近い箇所及び伝動部材における接続部の第二端に近い箇
所には、それぞれデータメモリ用固定装置をコンピュー
タケースに固定するための２つのフック爪２４，３２が
設置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データメモリをコンピュータケースに固定するために用いられるデータメモリ用固定装
置であって、
　前記データメモリを固定するために用いられ且つ接続部を有するホルダーと、
　前記接続部の第一端に第一回動軸によって回動可能に装着される回転部材と、
　前記接続部の第一端に対向する第二端に第二回動軸によって回動可能に装着され、且つ
前記回転部材に滑動可能に接続される伝動部材と、
　を備え、
　前記回転部材における前記接続部の第一端に近い箇所及び前記伝動部材における前記接
続部の第二端に近い箇所には、それぞれ前記データメモリ用固定装置を前記コンピュータ
ケースに固定するためのフック爪が各々設置されていることを特徴とするデータメモリ用
固定装置。
【請求項２】
　前記ホルダーは、それぞれ前記接続部の２つの端部から延在し且つ互いに平行する２つ
の側板を備え、各側板の前記接続部に近い端部には、それに対応する２つのフック爪を挿
入させるための第一貫通孔及び第二貫通孔が設けられていることを特徴とする請求項１に
記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項３】
　前記接続部は、対向して設置される２つの取付板を備え、前記２つの取付板の間に前記
第一貫通孔及び前記第二貫通孔に連通する収容空間が形成され、前記伝動部材のフック爪
は、前記コンピュータにデータメモリ用固定装置を固定する場合、前記伝動部材は、前記
収容空間に収容されることを特徴とする請求項２に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項４】
　前記２つの取付板にそれぞれ１つの第一接続孔が設けられ、前記回転部材に前記第一接
続孔に対応する第一取付孔が設けられ、前記第一回動軸を前記第一接続孔及び前記第一取
付孔に挿入することによって前記回転部材を前記接続部の第一端に回動可能に装着させる
ことを特徴とする請求項３に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項５】
　前記２つの取付板にそれぞれ１つの第二接続孔が設けられ、前記伝動部材に前記第二接
続孔に対応する第二取付孔が設けられ、前記第二回動軸を前記第二接続孔及び前記第二取
付孔に挿入することによって前記伝動部材を前記接続部の第二端に回動可能に装着させる
ことを特徴とする請求項４に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項６】
　前記回転部材を前記接続部から離れる方向へ回動させる第一弾性部材をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項５に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項７】
　前記第一弾性部材は、トーションバネであり、前記第一回動軸は、前記第一弾性部材の
回転部に挿入し、前記第一弾性部材の両端をそれぞれ前記収容空間の底部及び前記回転部
材に当接させることを特徴とする請求項６に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項８】
　前記回転部材は、対向して設置される２つの接続板を備え、各接続板に第一案内孔が設
けられ、前記伝動部材の一端にフック爪が設置され、他端に前記第一案内孔に滑動可能に
装着されるカムピンが設置されることを特徴とする請求項１に記載のデータメモリ用固定
装置。
【請求項９】
　前記回転部材のフック爪から離れる一端に滑動可能に固定され、前記回転部材より突出
する係合部を備え、前記接続部の第二端に前記係合部を係合するための係合溝を開設され
る係合構造を備えることを特徴とする請求項１に記載のデータメモリ用固定装置。
【請求項１０】
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　前記回転部材のフック爪から離れる一端の相対する両側に第一収容溝及び第二収容溝が
開設され、前記係合構造は、前記第一収容溝に滑動可能に収容される操作部材及び前記第
二収容溝に滑動可能に収容されて前記操作部材に接続して固定される係合部材をさらに備
え、前記係合部は、係合部材に凸設されることを特徴とする請求項９に記載のデータメモ
リ用固定装置。
【請求項１１】
　前記係合構造は、前記係合部を前記第二案内孔に沿って前記２つの第一フック爪から離
れる一端へ移動させる第二弾性部材をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の
データメモリ用固定装置。
【請求項１２】
　前記操作部材にねじ孔を有して前記第二案内孔に貫くボスが設置され、前記係合部材に
第三貫通孔が設けられ、第二固定部材は、前記第三貫通孔を貫いて前記ねじ孔に螺合する
ことにより、前記係合部材を前記操作部材に移動可能に固定されることを特徴とする請求
項１０に記載のデータメモリ用固定装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固定装置に関し、特にデータメモリ用固定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のコンピュータケースにおいて、ドライバケージ（ｄｒｉｖｅｒ　ｃａｇｅ）にハ
ードディスク（Ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ）又はドライブ（ＣＤ－ＲＯＭ）のようなデータメモ
リを固定して前記コンピュータのデータ処理機能を拡張する。前記ドライバケージに前記
データメモリを固定する方法として、ねじで前記データメモリを前記ドライバケージに直
接に螺合するか、又はまず前記データメモリの両側にねじでレールを固定してからドライ
バケージに滑り入ってねじ又は他の固定部材によって前記データメモリを固定する。しか
し、上記の方法によってデータメモリを固定する場合、前記データメモリを着脱する時、
大量のねじを使用するため、着脱が面倒であり、操作が不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、前記課題を解決するために、着脱自由であり、操作が簡単であり、か
つ便利であるデータメモリ用固定装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記目的を達成するために、本発明に係るデータメモリ用固定装置は、データメモリを
コンピュータケースに固定するために用いられるデータメモリ用固定装置である。前記デ
ータメモリを固定するために用いられ且つ接続部を有するホルダーと、前記接続部の第一
端に回動可能に装着される回転部材と、前記接続部の第一端に対向する第二端に回動可能
に装着され、且つ前記回転部材に滑動可能に接続される伝動部材と、を備える。前記回転
部材における前記接続部の第一端に近い箇所及び前記伝動部材における前記接続部の第二
端に近い箇所には、それぞれ前記データメモリ用固定装置を前記コンピュータケースに固
定するための２つのフック爪が設置されている。
【発明の効果】
【０００５】
　従来の技術と比べると、本発明に係るデータメモリ用固定装置は、前記回転部材が前記
伝動部材を連動して前記接続部へ回転することによって、前記回転部材及び前記伝動部材
のフック爪をコンピュータに係合させ、前記データメモリ用固定装置をコンピュータケー
スに安定して固定することができる。取り外す時、前記回転部材が前記伝動部材を連動し
て前記接続部から離れる方向へ回転させることによって、前記回転部材及び前記伝動部材
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のフック爪をコンピュータとの係合から解除させ、前記データメモリ用固定装置をコンピ
ュータケースから取り外すことができる。即ち、前記データメモリ用固定装置は、着脱自
由であり、操作が簡単であり、かつ便利である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明に係るデータメモリ用固定装置及びデータメモリの立体分解図である。
【図２】図１に示すデータメモリ用固定装置及びデータメモリの別の視角からの立体分解
図である。
【図３】図１に示すデータメモリ用固定装置及びデータメモリの立体組立図である。
【図４】図３に示すデータメモリ用固定装置及びデータメモリのＩＶ－ＩＶに沿う断面図
である。
【図５】図３に示すデータメモリ用固定装置及びデータメモリの使用状態を示す図である
。
【図６】図５に示すデータメモリ用固定装置及びデータメモリのＶＩ－ＶＩに沿う断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例について説明する。
【０００８】
　図１及び図２を参照すると、本発明の実施例に係るデータメモリ用固定装置１は、コン
ピュータケース（図示せず）に第一固定孔１０２を設けたデータメモリ１００を取り付け
るために用いられる。前記データメモリ用固定装置１は、前記データメモリ１００を固定
するためのホルダー１０と、回転部材２０と、伝動部材３０と、第一弾性部材４０と、第
一回動軸５０、第二回動軸６０と、前記回転部材２０に滑動可能に固定される係合構造７
０と、を備える。本実施形態において、前記第一弾性部材４０は、トーションバネ（ｔｏ
ｒｓｉｏｎ　ｓｐｒｉｎｇ）である。
【０００９】
　前記ホルダー１０は、条状の接続部１４及び前記接続部１４の２つの端部から延在し且
つ互いに平行する２つの側板１２、１３を備える。前記側板１２には、２つの第二固定孔
１２２が互いに離間して設けられている。前記側板１２の前記接続部１４に近い端部には
、第一貫通孔１２４が設けられている。前記側板１３には、２つの第二固定孔１３２が互
いに離間して設けられている。前記側板１３の前記接続部１４に近い端部には、第二貫通
孔１３４が設けられている。前記接続部１４は、相対向して平行に設置される２つの取付
板１６を備える。前記２つの取付板１６の間には、前記第一貫通孔１２４及び前記第二貫
通孔１３４に連通する収容空間１６２が形成されている。前記２つの取付板１６の前記第
一貫通孔１２４に近い端部には、それぞれ１つの第一接続孔１６４が設けられ、前記２つ
の取付板１６の前記第二貫通孔１３４に近い端部には、それぞれ１つの第二接続孔１６６
が設けられる。前記接続部１４の前記側板１３に近い一端には、係合溝１８が開設されて
いる。
【００１０】
　前記回転部材２０は、本体２２と、前記本体２２の片側に対向して設置される２つの第
一フック爪２４と、対向して設置される２つの接続板２６と、を備える。前記２つの第一
フック爪２４は、前記本体２２の一端に設置され、且つ前記２つの第一フック爪２４には
、それぞれ前記第一接続孔１６４に対応する第一取付孔２４２が設けられる。前記２つの
接続板２６には、それぞれ１つの第一案内孔２６２が設けられている。前記本体２２の他
端の相対する両側には、第一収容溝２２２及び第二収容溝２２４が開設されている。前記
第二収容溝２２４には、係止部２２５が設置されている。前記第一収容溝２２２には、前
記第二収容溝２２４に連通する第二案内孔２２６が設けられている。
【００１１】
　前記伝動部材３０の一端には、対向して設置される２つの第二フック爪３２が設置され
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、前記伝動部材３０の他端には、前記２つの接続板２６の２つの第一案内孔２６２に装着
される２つのカムピン３４が設置されている。前記伝動部材３０の前記２つの第二フック
爪３２に近い位置には、前記第二接続孔１６６に対応する第二取付孔３６が設けられてい
る。
【００１２】
　前記係合構造７０は、操作部材７２と、前記回転部材２０の第二収容溝２２４に収容で
きる係合部材８０と、２つの第二弾性部材９０と、第二固定部材９６と、を備える。本実
施形態において、前記第二弾性部材９０は、スプリングである。
【００１３】
　前記操作部材７２は、前記回転部材２０の第一収容溝２２２に収容できる操作部７４及
び前記操作部７４に設置されて前記回転部材２０の第二案内孔２２６を貫くことができる
ボス７６を備える。前記ボス７６には、ねじ孔７８が設けられている。
【００１４】
　前記係合部材８０は、前記接続部１４の係合溝１８に係合できる係合部８２を備える。
前記係合部８２の前記回転部材２０から離れる片側には、案内用のアーチ形の案内面８２
２が形成されている。前記係合部材８０には、前記２つの第二弾性部材９０を収容できる
２つの収容部８４及び前記第二固定部材９６を貫かせる第三貫通孔８６が設けられている
。
【００１５】
　図３及び図４を参照すると、組み立てる時、前記係合部材８０の２つの収容部８４に前
記２つの第二弾性部材９０を収容してから前記第二収容溝２２４に収容するとともに、前
記第一収容溝２２２に前記操作部材７２の操作部７４を収容して前記操作部材７２のボス
７６を前記第二案内孔２２６に貫かせ、且つ前記ボス７６のねじ孔７８を前記係合部材８
０の第三貫通孔８６に対応させる。前記第二固定部材９６は前記第三貫通孔８６を貫いて
前記ねじ孔７８に螺合することにより、前記回転部材２０に前記操作部材７２及び前記係
合部材８０を移動可能に固定する。この時、前記第二弾性部材９０の両端は、それぞれ前
記係合部材８０の前記第二収容溝２２４の開口端に位置する箇所及び前記係止部２２５に
当接される。前記第二弾性部材９０の弾力は、前記ボス７６を前記第二案内孔２２６に沿
って前記２つの第一フック爪２４から離れる一端へ移動させ、且つ前記操作部７４を前記
第一収容溝２２２の端部に当接させ、前記係合部材８０の係合部８２は前記回転部材２０
の第二収容溝２２４から滑り出して前記係合溝１８に入る。
【００１６】
　前記回転部材２０の２つの第一フック爪２４を前記第一貫通孔１２４に対応されるよう
に前記接続部１４の収容空間１６２に挿入し、前記２つの第一フック爪２４の第一取付孔
２４２を前記２つの取付板１６の第一接続孔１６４に対応させる。前記２つの第一フック
爪２４の間に前記第一弾性部材４０を設置し、前記第一弾性部材４０の両端をそれぞれ前
記収容空間１６２の底部及び前記回転部材２０の本体２２に当接させる。この時、前記第
一回動軸５０を前記第一接続孔１６４、前記第一取付孔２４２及び前記第一弾性部材４０
の回転部に挿入することによって、前記接続部１４の第一端に前記回転部材２０を回動可
能に装着して、前記２つの第一フック爪２４が前記接続部１４の第一端に位置する。前記
２つの第二フック爪３２を前記第二貫通孔１３４に対応されるように前記接続部１４の収
容空間１６２に挿入し、前記伝動部材３０の２つの第二取付孔３６を前記２つの取付板１
６の第二接続孔１６６に対応させる。前記第二回動軸６０を前記２つの第二取付孔３６及
び前記２つ第二接続孔１６６に挿入することによって、前記接続部１４の第一端に対向す
る第二端に前記伝動部材３０を回動可能に装着して、前記２つの第二フック爪３２が前記
接続部１４の第二端に位置する。前記回転部材２０及び前記伝動部材３０を対向して回動
して、前記伝動部材３０のカムピン３４を前記２つの接続板２６の第一案内孔２６２に挿
入させて、データメモリ用固定装置１の組立を完成する。
【００１７】
　図５及び図６を参照すると、前記コンピュータケースに前記データメモリ１００を取り
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付ける時、先ず、前記ホルダー１０の２つの側板１２及び１３の間に前記データメモリ１
００を設置してから、複数の第一固定部材１０４を前記２つの側板１２及び１３の第二固
定孔１２２、１３２に挿入して前記データメモリ１００の第一固定孔１０２に固定するこ
とによって、前記データメモリ１００を前記ホルダー１０に固定させる。次に、前記デー
タメモリ用固定装置１を前記データメモリ１００とともに前記コンピュータケースの装着
空間に装着してから、前記回転部材２０を前記データメモリ１００に近付かせて、前記回
転部材２０は前記第一回動軸５０を囲って回動するとともに前記第一弾性部材４０を圧縮
し、前記伝動部材３０の２つのカムピン３４が前記回転部材２０の２つの第一案内孔２６
２内で移動するため、前記伝動部材３０は前記第二回動軸６０を囲って回動し、前記２つ
の第一フック爪２４及び前記２つの第二フック爪３２がそれぞれに前記第一貫通孔１２４
及び前記第二貫通孔１３４から伸びだす。
【００１８】
　前記係合部材８０の係合部８２が前記接続部１４の係合溝１８の辺縁の外側に当接する
場合、前記係合部８２は前記第二弾性部材９０を圧縮させて、前記係合部８２は前記回転
部材２０の第二収容溝２２４に収容され、前記回転部材２０が前記接続部１４に当接する
。この時、前記係合部８２は、前記第二弾性部材９０の弾性回復力によって前記第二収容
溝２２４から伸び出して前記係合溝１８に係合する。前記２つの第一フック爪２４及び前
記２つの第二フック爪３２は、それぞれ前記コンピュータケースの装着空間の対応する係
合位置に安定に係合固定される。前記２つの接続板２６及び前記伝動部材３０は、前記接
続部１４の収容空間１６２に収容される。
【００１９】
　前記コンピュータケースから前記データメモリ用固定装置１及び前記データメモリ１０
０を取り外す時、前記係合構造７０の操作部材７２を推進すると、前記係合部８２は前記
操作部材７２に連動されて前記係合溝１８から滑り出して前記第二収容溝２２４に再び収
容される。この時、前記回転部材２０は、前記第一弾性部材４０の弾性回復力によって前
記接続部１４から離れる方向へ回転する。前記回転部材２０は前記カムピン３４を推進し
て前記伝動部材３０を連動して、前記伝動部材３０も前記データメモリ１００から離れる
方向へ回転することによって、前記２つの第一フック爪２４及び前記２つの第二フック爪
３２の係合を解除させる。即ち、前記データメモリ用固定装置１及びデータメモリ１００
を便利に取り外すことができる。
【００２０】
　従って、前記データメモリ用固定装置１のホルダー１０に装着して固定されるデータメ
モリ１００を取り外し易く、操作が簡単である。
【００２１】
　以上、本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定
されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々の変更が可能であること
は勿論であって、本発明の技術的範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００２２】
１　データメモリ用固定装置
１０　ホルダー
１２、１３　側板
１４　接続部
１６　取付板
１８　係合溝
２０　回転部材
２２　本体
２３　第二フック爪
２４　第一フック爪
２６　接続板
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３０　伝動部材
３２　第二フック爪
３４　カムピン
３６　第二取付孔
４０　第一弾性部材
５０　第一回動軸
６０　第二回動軸
７０　係合構造
７２　操作部材
７４　操作部
７６　ボス
７８　ねじ孔
８０　係合部材
８２　係合部
８４　収容部
８６　第三貫通孔
９０　第二弾性部材
９６　第二固定部材
１００　データメモリ
１０２　第一固定孔
１０４　第一固定部材
１２２、１３２　第二固定孔
１２４　第一貫通孔
１３４　第二貫通孔
１６２　収容空間
１６４　第一接続孔
１６６　第二接続孔
２２２　第一収容溝
２２４　第二収容溝
２２５　係止部
２２６　第二案内孔
２４２　第一取付孔
２６２　第一案内孔
８２２　案内面
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